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審 査 結 果 の 要 旨 
 
手術中に全身麻酔の適切な麻酔深度を維持することは，麻酔の重要事項である．麻酔深度を最適











を SD2 と定義した．今回の解析では，ポアンカレプロットエリア(Poincaré Plot area，PPA)を
SD1×SD2×π と定義し，さらに各周波数帯域の PPAを f0 周波数帯の PPAで除することで得られた[各
周波数帯の PPA]/[f0:0.5~47 Hz の PPA]を Poincaré Plot area ratio(PPAR)として定義し解析を行った．
解析した症例は，セボフルランで麻酔維持をした成人 20 人(Adult_SEV群)と，デスフルランで麻酔維
持をした成人 20 人(Adult_DES群)と，セボフルランで麻酔維持をした小児 20 人(Ped_SEV群)の合計 60
人であった．覚醒 10 分前(EM10)から覚醒したとき(EM0)までの時間経過に焦点を当てた．3 つのグル
ープの BIS 値は，それぞれ 52.9±8.9 から 80.5±13.8，41.9±8.8 から 65.4±14.9，84.7±16.4 から 88.4±9.1
と，覚醒するとともに増加した．PPARの中でも，PPAR_f5は覚醒の 2~3 分前までほぼ 0 のままであっ
たが，覚醒数分前で値が増加した．PPAR_f5の対数(log10[PPAR_f5])と BIS 値との相関は，決定定数で示
すと Adult_SEV群，Adult_DES群，Ped_SEV群でそれぞれ 0.67，0.79，0.71 であった．また 60 例すべて
の相関においても決定係数 0.78 であった．BIS 値は得られた脳波データを独自のアルゴリズムで
0~100 の値に変換して麻酔深度を数値化している．PPAR_f5 は麻酔薬の種類や患者の年齢に関係な
く，すべての群で BIS との決定係数が高いことを示した． 
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